
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

恒例の更別中央中学校全校生徒による「生

徒会ボランティア活動」としてのゴミ拾いが、

５月１５日（木）に行われました。 

この活動は、地域への感謝を示すとともに、

ボランティア精神を養うことを目的としてい

ます。今年も４つのグループに分かれて、生

徒たちは意欲的に取り組んでいました。写真

のように、道路の側溝にも降りて拾っていま

した。生徒の皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

５月２６日（月）に、上更別小全校児童が、

保護者や地域の皆さんのご支援を受け、国道

沿いの１４０個ほどの土管に、４００株を超

す花（マリーゴ

ールドとサルビ

ア）を植えまし

た。地域の方か

らは、「子どもた

ちの笑顔が見れ

て嬉しかった」

という声を聞く

こともでき、学

校と地域が触れ

合ういい機会と

なりました。 

 

 

５月２０日（火）に、ＪＡさらべつ青年部の

皆さんのご協力をいただき、更別小学校５年

生が各種野菜の種まきをしました。 

まいた種は、カボチャの「ケント」と「アト

ランテックジャイアント」（ハロウィン用）、

とうもろこしの「ドルチェドリーム」（ゆでな

くても食べられる）でした。さらに、ミニトマ

トの「あまっこ」の苗も植え付けました。 

ＪＡさらべつ青年部の方々は、森田部長を

中心とする１８名で、前もって畑を耕し、地

温を上げるためのマルチ（プラスチックフイ

ルム）をかけて準備をしてくれていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

子どもたちは、渡された種や苗を大事そうに

して手に取り、一つ一つしっかりと植え付け

ていました。 

今年は、コミ

ュニティ・ナー

ス の 方 ２ 名 も

視 察 に 来 ら れ

ていました。学

校 と 地 域 の 連

携 に 注 目 し て

い る と の こ と

で し た 。 今 か

ら、実りの秋が

楽しみですね。 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

　ＪＡ青年部は、農業を通じて地域に根ざした社

会貢献に取り組んでいます。更別村では、学校・

幼稚園・保育園等と連携し、作物の播種・収穫・

加工の食育活動等を推進しています。

子どもたちから質問が出ていました。 
「何度ぐらいが成長しやすいの？」「一番育 
てやすい野菜は？」「ビニールは何の意味が 
あるの？」等でした。

　あ！ここ

にもある

よ。

 

上 手 だ

ね！

よろしくお願いします。


